
身
体
障
害
者

補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]

８
月
21
日(

木)

受
付

13
時
〜
14
時

と
こ
ろ

備
北
地
域
事
務
所
第
３
庁
舎

※
一
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談

(

特
設)

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

８
月
26
日(

火)

９
月
９
日(

火)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き

９
月
４
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き

９
月
11
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
公
民
館

●
高
野
地
域

と
き

８
月
25
日(

月)

13
時
〜
16
時

と
こ
ろ

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き

８
月
21
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き

９
月
10
日(

水)

９
時
〜
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�
０
８
２
４-

６
２-

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と
き

８
月
21
日(

木)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
一
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
子
育
て
支
援
係

�
０
８
２
４-

７
３-

０
０
５
１

健
康
相
談

広
島
県
備
北
地
域
保
健
所

(

三
次
市
十
日
市
東)

で
実
施

す
る
健
康
相
談
で
す
。
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き

８
月
19
日(

火)

９
月
16
日(

火)

13
時
〜
14
時
30
分

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

９
月
10
日(

水)

13
時
〜
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課
保
健

対
策
係

�
０
８
２
４-

６
３-

５
１
８
１

無
料
登
記
相
談
所

司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

｢

無

料
登
記
相
談
所｣

を
、
毎
月
第

２
木
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。

登
記
申
請
手
続
き
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
約
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
三
次
支

局

(�
０
８
２
４-

６
２-

５
０

７
０)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
11
日(

木)

10
時
〜
12
時

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

�
０
８
２-

２
２
８-

５
６
９
０

多
重
債
務
で

お
悩
み
の
方
に

中
国
財
務
局
に
、
本
年
４
月

か
ら
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら

れ
る
方
々
の
た
め
の

｢

相
談
窓

口｣

が
で
き
ま
し
た
。

多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解
決

す
る
問
題
で
す
。
悩
ま
ず
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家

に
引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先

�
０
８
２-
２
２
１-

９
２
０
６

中
国
財
務
局

財
務
広
報
相
談

室
多
重
債
務
相
談
員

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

市
・
県
の
相
談
窓
口

庄
原
市
役
所
や
広
島
県
備
北

地
域
事
務
所
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

《
庄
原
市
役
所
市
民
生
活
課
》

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

○
消
費
生
活
相
談
員

�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
２
８

受
付
時
間

毎
週
水
曜
日

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

○
生
活
安
全
相
談
員

�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
４
４

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

《
備
北
地
域
県
民
相
談
室
》

�
０
８
２
４-

６
２-

５
５
２
２

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

広報しょうばら 2008.8�� 広報しょうばら 2008.8 ��

庄原よいとこ祭 ８/22～24
庄原の夏を締めくくる一大イベント ｢庄原
よいとこ祭｣｡
今年も､ パレードや花火大会などのメイン
イベントをはじめ､ 各種イベントが盛りだく
さん｡ 夏の夜を熱く盛り上げる ｢よいとこ祭｣
にご期待ください！
主な内容
22日(金) 13時～
よいとこGIGS､ 吹奏音楽会､ 歌祭り…庄原市民会館
23日(土) 12時～
紙相撲大会など各イベント…庄原小学校グラウンド
パレード…市街地
24日(日) 10時～
芸能祭・お茶席・華展(文化協会)…庄原市民会館
大花火大会…上野池
問い合わせ 庄原よいとこ祭実行委員会�0824-72-1911 FAX.0824-72-1912
※日時・場所・内容についてはあくまでも予定です｡
変更などがある場合はご了承ください｡

庄原夏まつり花火大会
3,000発の花火が､ 庄原の夜空を華やかに

彩ります｡
とき ８月24日(日) 19時30分～21時

※雨天の場合は25日(月)に順延
ところ 上野公園
駐車場 中学校臨時駐車場､ 市役所広場駐車

場､ 石塔市営駐車場､ 庄原駅横市営
駐車場､ ザ・ビッグ庄原店駐車場､
上野総合公園駐車場(駐車可能時間：
19時～22時30分)

交通規制 18時～22時(地図を参照してください)
その他 ●当日は､ 庄原市水泳プールは17時

に閉場します｡
●上野公園内の駐車場は利用できません｡
●交通規制時間以外の歩道への場所
取りは歩行者の迷惑になるため､
ブルーシートなどは撤去します｡

問い合わせ 庄原観光協会 �0824-73-0602東城 ｢遊夏祭｣
約1,000発の花火がふるさとの夜空を彩り

ます｡
昨年復活した盆踊り ｢尾道ばやし｣ を今年
も三味線・尺八・太鼓の生演奏で踊りましょ
う｡
とき ８月16日(土)
ところ 東城小学校グラウンド
内容 17時～ ステージ､ 盆踊り､

うちわ抽選会
21時～ 花火

問い合わせ 東城 『遊夏祭』 実行委員会�08477-2-0525

ヒバゴン郷どえりゃあ祭
西城地域の夏の風物詩 ｢ヒバゴン郷どえりゃ
あ祭｣｡ メインイベントのどえりゃあ囃子パ
レードや花火大会をはじめ､ 子ども大抽選会､
西城川太鼓やブラスバンドの演奏など､ 楽し
い催しがいっぱいです｡
とき ８月13日(水)
ところ 茶のみんさい通り夢公園

(メイン会場)
15時～ 子ども大抽選会
17時～ オープニング
18時40分～ どえりゃあ囃子

パレードスタート
20時～ 打上花火・仕掛花火
21時～ エンディング

神楽・餅まき
問い合わせ ヒバゴン郷どえりゃあ祭実行委員会�0824-82-2904
ふるさとの盆踊り花火大会
比和の夏の恒例イベント ｢盆踊り花火大会｣｡
地元の青年連盟によるビアガーデンや誰でも
参加できる盆踊り､ 比和の夏の夜空を彩る打
ち上げ花火など盛りだくさんの内容です｡
比和川沿いには､ 400㍍にわたり700個あま
りの灯篭

とうろう

が設置され､ 幻想的な雰囲気が楽し
めます｡
とき ８月15日(金) 20時～22時
ところ 比和スポーツ広場
問い合わせ 備北商工会比和支所�0824-85-2330

さとやま庄原 まつり�



�
�

庄
原
絵
手
紙
大
賞

作
品
募
集

募
集
作
品

未
発
表
の
自
作
絵

手
紙

(

ハ
ガ
キ
大)

１
人
２
点

ま
で

画
題

自
由

対
象

庄
原
市
内
在
住

(

ま
た

は
勤
務)

の
小
学
生
以
上
の
方

募
集
期
間

８
月
11
日(

月)

〜

９
月
25
日(

木)

応
募
要
領

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢

(

児
童
、
学

生
は
校
名
・
学
年)

・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

表
彰

優
秀
作
品
は
一
般
・
子

ど
も
別
に
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨

励
賞
な
ど
を
贈
り
ま
す
。

そ
の
他

入
賞
作
品
、
応
募
作

品
は
10
月
９
日
〜
12
日
に
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
多
愛
夢
で

展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催

者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７-

０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
番
15
号

庄
原
市
民
会
館
内

庄
原
市
文

化
協
会

�
０
８
２
４-

７
２-

５
４
５
３

〒
７
２
７-

０
０
１
２

庄
原
市
中
本
町
二
丁
目
５
番
６
号

庄
原
市
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
９

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

養
成
研
修
講
座

実
施
期
間

10
月
５
日(

日)

〜

平
成
21
年
１
月
18
日(

日)

会
場

府
中
市
母
子
支
援
セ
ン
タ
ー

府
中
市
府
中
町
６
６
２-

１

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦

定
員

15
人

受
講
料

無
料

(

テ
キ
ス
ト
代
６
、８
０
０
円

は
自
己
負
担)

募
集
期
間

９
月
５
日(

金)

ま
で

申
し
込
み
方
法

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
し
込
み
用
紙
は
女
性
児
童

課
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
係
・

福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11-

６

�
・
FAX
０
８
２-

５
４
３-

６
８
８
９

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学

エ
ソ
ー
ル
広
島

(

広
島
県
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー)

は
、｢

男

女
共
同
参
画
社
会｣

の
実
現
を

目
指
し
て
次
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

☆
基
礎
講
座

社
会
の
現
状
を
男
女
平
等
に

敏
感
な
視
点
に
よ
っ
て
学
び
ま

す
。

開
講
期
間

10
月
〜
平
成
21
年
３
月(

計
10
回)

開
講
場
所

○
広
島
校

(

エ
ソ
ー
ル
広
島)

定
員

30
人

○
福
山
校(

イ
コ
ー
ル
ふ
く
や
ま)

定
員

20
人

応
募
締
切

８
月
21
日(

木)
(

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選)

受
講
料

１
０
、０
０
０
円

☆
専
科

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
中

か
ら
、
新
し
い�
農�
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

開
講
期
間

10
月
〜
平
成
21
年
３
月(

計
10
回)

開
講
場
所

エ
ソ
ー
ル
広
島

対
象
者

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学
応
用

講
座
終
了
と
同
等
の
学
習
歴
の

あ
る
女
性

定
員
25
人

応
募
締
切

８
月
21
日(

木)
(

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
を

行
い
ま
す)

受
講
料

１
０
、０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
広
島
県
女
性
会
議

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11-

６

�
０
８
２-

２
４
２-

５
２
６
２

県
民
の
森
自
然
観
察

県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、
比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の

山
々
を
訪
ね
る
県
民
の
森
イ
ベ

ン
ト｢

中
国
山
地
の
自
然
探
訪｣

の
ご
案
内
で
す
。

今
回
は
、
比
婆
山
の
秋
の
草

花
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、
申
込
者
に
別
途
ご

案
内
し
ま
す
。

と
き

９
月
12
日(

金)

・
13
日(

土)

参
加
費

１
泊
３
食

１
１
、０
０
０
円

日
帰
り

２
、０
０
０
円

募
集
人
員

30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

�
０
８
２
４-

８
４-

２
０
１
１

広報しょうばら 2008.8��

夏
山
ワ
ク
ワ
ク

な
ぎ
な
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
８
年
に
開
催
さ
れ
た
第

51
回
ひ
ろ
し
ま
国
体
な
ぎ
な
た

競
技
会
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
、

な
ぎ
な
た
の
交
流
合
宿
と
競
技

大
会
。
日
本
全
国
か
ら
集
ま
る

選
手
に
声
援
を
。

競
技
大
会

８
月
23
日(

土)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

８
月
24
日(

日)

９
時
〜
12
時

と
こ
ろ

道
後
山
高
原
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ

夏
山
ワ
ク
ワ
ク
な
ぎ
な
た
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(

西
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内)

�
０
８
２
４-

８
２-

２
７
２
２

県
美
術
展
巡
回
展

(

庄
原
会
場)

入
賞
作
品
と
市
内
応
募
者
の

入
選
作
品
を
展
示

と
き

８
月
29
日(

金)

〜

31
日(

日)

10
時
〜
18
時

と
こ
ろ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

�
０
８
２
４-

７
２-

１
１
５
９

人
権
作
品
募
集

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切

さ
を
表
現
し
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

学
校
・
グ
ル
ー
プ
・
職
場
単

位
で
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
部
門

○
作
文
・
詩
の
部

○
標
語
の
部

○
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

写
真
・
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
部

応
募
方
法

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
一
人
１
点
と
し
ま
す
。

・
作
品
に
は
、
名
前(

学
校
名
・

学
年)

と
住
所
を
ご
記
入
の
う

え
、
作
品
へ
の
思
い
入
れ
な
ど

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。(

メ
モ

程
度
で
結
構
で
す
。)

・
優
秀
作
品
の
発
表
は
、｢

広

報
し
ょ
う
ば
ら｣

な
ど
で
行
い
、

人
権
講
演
会
で
表
彰
し
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合

は
、
仮
庁
舎
の
生
涯
学
習
課
、

ま
た
は
各
支
所
教
育
室
・
生
涯

学
習
係
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
あ
て
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。

募
集
締
切

10
月
20
日(

月)

必
着

作
品
の
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７-

０
０
２
１

庄
原
市
三
日
市
町
６
６
７-

１

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
８

市
美
展
作
品
募
集

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
彫
塑
・

工
芸
・
写
真
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

作
品
の
搬
入

と
き

10
月
３
日(

金)

〜
４
日(

土)

と
こ
ろ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

※
応
募
要
項
お
よ
び
申
込
書
は

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・
各
公

民
館
・
各
支
所
教
育
室
・
生
涯

学
習
係
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

�
０
８
２
４-

７
２-

１
１
５
９

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
水
泳
教
室

金
藤
理
絵
選
手
の
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
記
念
し
、
金

藤
選
手
を
育
て
た
指
導
者
に
よ

る
水
泳
教
室
を
行
い
ま
す
。

と
き

８
月
26
日(

火)

18
時
〜
20
時

と
こ
ろ

庄
原
市
水
泳
プ
ー
ル

講
師

井
清
俊
文
さ
ん

対
象
者

小
学
校
５
年
生
か
ら
大
人

申
込
締
切

８
月
18
日(

月)

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
９
６

｢

庄
原
産
直
市｣

出
荷
者
募
集

㈱
庄
原
市
農
林
振
興
公
社
の

農
産
物
販
売
施
設

｢

庄
原
産
直

市
八
木
店｣

が
６
月
７
日
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
多
く
の
来
店
者
で

に
ぎ
わ
い
、
好
調
な
販
売
が
続

い
て
い
ま
す
。

公
社
で
は
、
引
き
続
き
農
産

物
の
出
荷
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
、
㈱
庄
原
市
農
林

振
興
公
社(�
０
８
２
４-

７
２-

５
０
９
０)

ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�
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�

食
中
毒
警
報
発
令
中

７
月
２
日
、
広
島
県
下
に
食

中
毒
警
報
第
１
号
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

高
温
多
湿
な
日
が
続
い
て
お

り
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い

気
候
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

｢

手
洗
い
の
励
行
、
食
品
の

十
分
な
加
熱
な
ど｣

食
中
毒
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
５

自
動
車
事
故
に
よ
る

各
種
制
度

【
交
通
遺
児
等

(

育
成
資
金)

貸
付
制
度
】

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
、

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
に
な

ら
れ
た
方
の
お
子
様

(

０
才
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で)

に
対
し
、

育
成
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
ま
す
。

◆
貸
付
金
額

『

は
じ
め
に
一
時
金』

１
５
５
、０
０
０
円

『

毎
月』

２
０
、０
０
０
円

『

入
学(

小
・
中
学
校)

支
度
金』

４
４
、０
０
０
円

◆
貸
付
期
間

貸
し
付
け
が
決
定
し
た
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

◆
返
還
期
間

中
学
校
卒
業
後
一
年
間
据
置

い
た
後
、
月
賦
ま
た
は
半
年
賦

併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等

払
い

※
高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
し

た
場
合
、
在
学
中
は
返
還
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度

後
遺
障
害
者

(

自
賠
法
施
行
令

別
表
第
１
の

｢

第
１
級
１
・
２

号｣

・｢

第
２
級
１
・
２
号｣

に

認
定
、
も
し
く
は
該
当)

と
な

ら
れ
た
方
で
介
護
を
必
要
と
さ

れ
る
方
に
対
し
て
、
介
護
料
を

支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
月
額

『

特
Ⅰ
種』

定
額

６
８
、４
４
０
円

上
限
額
１
３
６
、８
８
０
円

『

Ⅰ
種』

定
額

５
８
、５
７
０
円

上
限
額
１
０
８
、０
０
０
円

『

Ⅱ
種』

定
額

２
９
、２
９
０
円

上
限
額

５
４
、０
０
０
円

◆
支
給
期
間

申
請
を
受
理
し
た
月
か
ら
介

護
料
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消

滅
す
る
月
ま
で

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故

対
策
機
構

広
島
主
管
支
所

広
島
市
西
区
観
音
新
町
２-

４-

25

�
０
８
２-

２
９
７-

２
２
５
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

の
免
除
基
準
を
緩
和

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
10
月
１
日
か
ら
、

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

全
額
免
除

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方
を
含
む
世
帯
で
、
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

半
額
免
除

世
帯
主
が
、
次
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

・
身
体
障
害
者
手
帳

(

視
覚
ま

た
は
聴
覚
の
障
害)

・
身
体
障
害
者
手
帳(

１
・
２
級)

・
療
育
手
帳

(�
・
Ａ)

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳(

１
級)

申
請
期
間

８
月
１
日(

金)

か
ら
事
前
受

け
付
け
を
し
ま
す
。

申
請
場
所

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

(�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１

０)

、
各
支
所
保
健
福
祉
室
ま

た
は
市
民
生
活
室

申
請
方
法

①
所
定
の
申
請
書
に
記
入
し
、

市
で
免
除
事
由
の
証
明
を
受
け

ま
す
。

②
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
郵
送
し
ま
す
。

③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
免
除
事
由
を
確
認

の
う
え
、
申
請
者
に
受
理
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

そ
の
他

す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

方
で
、
引
き
続
き
同
額
の
免
除

を
受
け
る
方
は
、
今
回
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

免
除
事
由
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
場
合
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
０
５
７
０-

０
７
７-

０
７
７

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

受
付
時
間

９
時
か
ら
22
時
ま
で(

土
・
日
・

祝
日
は
20
時
ま
で)

｢
聴
覚
障
害
者
標
識｣

を
制
定

平
成
20
年
６

月
１
日
か
ら
、

聴
覚
に
障
害
の

あ
る
方
が
、
普

通
自
動
車
の
運
転
免
許
を
取
得

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に

伴
い

｢

聴
覚
障
害
者
標
識｣
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
識
を
表
示
し
た
自
動

車
は
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が

運
転
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
運

転
者
は
、
こ
の

｢

聴
覚
障
害
者

標
識｣

を
表
示
し
た
車
に
対
す

る
幅
寄
せ
や
割
り
込
み
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、｢

聴

覚
障
害
者
標
識｣

を
表
示
し
て

い
る
車
の
運
転
者
は
警
音
器
の

音
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
周
囲
の
運
転
者
は

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

方
が
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き

は
、｢

聴
覚
障
害
者
標
識｣

を

表
示
し
て
、
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

広報しょうばら 2008.8�� 聴覚障害者標識

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

自
然
観
察
会

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー

ク
内
に
自
生
す
る
中
国
山
地
特

有
の
山
野
草
な
ど
の
植
物
を
、

現
地
ガ
イ
ド
の
分
か
り
や
す
い

解
説
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き

９
月
７
日(

日)

と
こ
ろ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

参
加
費

大
人

５
０
０
円

高
校
生
以
下

２
５
０
円

(

入
園
料
含
む)

問
い
合
わ
せ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

�
０
８
２
４-

８
４-

２
７
２
７

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当

の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め

に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
20
歳
以
上
の
方
。

支
給
額

月
額
２
６
、４
４
０
円

(

原
爆
介
護
手
当
と
の
支
給
調

整
あ
り)

※
施
設
に
入
所
し
た
り
、
３
カ

月
以
上
入
院
し
た
り
し
た
場
合

は
、
資
格
が
喪
失
と
な
り
ま
す
。

(

こ
の
場
合
、
必
ず
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い)

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
20
歳
未
満
の
方
。(

年
金
受

給
者
に
制
限
あ
り)

支
給
額

月
額
１
４
、３
８
０
円

※
施
設
入
所
し
た
場
合
、
資
格

が
喪
失
と
な
り
ま
す
。

(

こ
の
場
合
、
必
ず
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い)

《
支
給
月
》

い
ず
れ
の
手
当
も
２
・
５
・
８
・

11
月
に
前
３
カ
月
分
の
手
当
を

支
給

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

診
断
書

(

指
定
の
用
紙
あ
り
、

診
断
書
に
よ
る
認
定
審
査
あ
り)

、

印
鑑
、
所
得
状
況
届

(
一
定
の

所
得
制
限
あ
り)

、
年
金
ま
た

は
恩
給
受
給
者
は
、
そ
の
額
が

確
認
で
き
る
も
の
、
金
融
機
関

の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
通

帳
な
ど

(

郵
便
局
以
外)

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

(�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０)

、

各
支
所
保
健
福
祉
室
ま
た
は
市

民
生
活
室

ク
マ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

市
内
各
地
域
か
ら
ク
マ
の
目

撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
マ
は
餌
な
ど
を
求
め
て
朝

方
、
夕
方
に
活
発
に
活
動
す
る

た
め
、
人
家
付
近
に
出
没
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
ご
み
な

ど
、
ク
マ
の
餌
と
な
る
も
の
を

屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

山
に
入
る
場
合
は
、
笛
や
鈴
、

ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
が
出
る
も
の

で
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
糞
や
足
跡
を
見
つ

け
た
ら
す
ぐ
に
引
き
返
す
な
ど

細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
方

は
農
林
振
興
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
室
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
２
７
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自衛官採用試験の案内
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛大学校
学生

推薦

高卒(見込含)
～21歳未満

９月５日～

９月９日
９月27日･28日

一般
９月８日～

９月30日

一次：11月15日･16日
二次：12月16日～20日

防衛医科大学校
学生

９月８日～

９月30日

一次：11月１日･2日
二次：12月3日～5日

航空学生
８月１日～

９月10日

一次：９月23日
二次：10月18日～23日
三次：11月15日～12月12日

看護学生 高卒(見込含)
～24歳未満

９月８日～

９月30日

一次：10月25日
二次：11月22日･23日

一般曹候補生

18歳以上
27歳未満

８月１日～

９月10日

一次：９月20日
二次：10月９日～16日

２等陸･海･
空士

男子 随時 受付時にお知らせします

女子
８月１日～

９月10日
９月28日･29日

問い合わせ 自衛隊三次地域事務所 �0824-62-0350
総務課行政係 �0824-73-1123
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【８月～９月のイベント情報】
●ゆめさくら夏まつり
絶賛開催中！ミルク缶重量当てクイズなど
期間 ８月15日(金)まで
●中国山地豊かな自然写真展
期間 ８月31日(日)まで
●庄原中学校書道展示会
期間 ８月14日(木)～18日(月)
●庄原文化協会茶道連盟 ｢茶道連盟茶会｣
とき ９月６日(土)・７日(日) 13時～17時
●フラワーデザイン講座
とき ８月13日(水)・20日(水)・27日(水)
※申し込みはマーガレット・フルール
(�082-810-5670)

標準小作料を決定

７月８日の農業委員会で､ 標準小作料を次表の
とおり決定しました｡
実際の小作料は､ 地域の実情などを勘案し､ よ
く話し合って決めてください｡

(10アール当り)

問い合わせ 農業委員会事務局 �0824-73-1133比和博物館

展示紹介 ｢新庄産 Pelocetus sp.｣
比和自然科学博物館は､
特別展 ｢備北層群産出のク
ジラ類化石｣ を開催してい
ます｡
この特別展でひときわ目
を引くものが ｢ペロケタス
属クジラ化石｣ です｡ これ
は､ 化石調査研究グループ�庄原化石集談会�が平成
15年３月に行った調査のとき､ 庄原市新庄町の備
北層群から発見したものです｡
この化石は､ ３ｍ×６ｍの範囲に全身の骨格が
ほぼ完全な形で発見され､ 学術的にも大変貴重な
資料です｡ ぜひこの機会に実物の化石に触れてく
ださい｡
期間 ９月23日(火)まで ９時～17時
問い合わせ 比和教育係 �0824-85-3005

口和郷土資料館

開館日 月・木・土 ９時～17時
問い合わせ �0824-87-2230

これは､ 昭和初期に
製造された､ 全金属製�10インチ�卓上型
｢扇風機｣ です｡
金属製の枠に入った
４枚の羽根が､ 重い鋳
物製のスタンドに固定
されています｡ ４段の
風速調整器と首振り装
置付の､ 黒塗りの重厚
な作りです｡

今は､ 初期の４枚羽根のうるさい風の音から､
音の静かな幅広３枚羽根に変わっています｡
当時は大変高価なものでした｡

展示品紹介 扇風機

ミニ ｢扇風機の歴史｣
・明治15年：扇風機にモータを取り付けたのは､ 発明王エ

ジソン｡
・明治27年：外国の技術を導入し､ 国産第１号扇風機 (白

熱電球付) を発売｡
・大正７年：国産扇風機の量産開始｡
・昭和10年：幅広３枚羽根で風の音が静かになった､ 現在

の羽根の原型｡
・昭和16年：軍需生産優先で､ 一般向け扇風機の製造中止

命令が出される｡
・昭和21年：駐留軍・輸出用のみの生産再開｡
・昭和22年：色が黒一色から若葉色などに変わる｡

重さ：５㎏

区 分 金 額 説明および主な算定要素

上 田 10,000円

次の条件を概ね満たしている耕作条件
の良い田
・圃場整備実施済田である｡
・畦畔管理が容易である｡
・大型農業機械の使用が容易である｡
・水張面積が概ね20アール以上である｡

中 田 6,000円 上田・下田以外のもの

下 田 2,000円

次の条件の一つに該当している耕作条
件の悪い田
・圃場整備未実施田である｡
・畦畔管理が困難で時間がかかる｡
・大型農業機械の使用が困難である｡
・水張面積が10アール以下である｡

上 畑
(高野町の
大根畑限定)

15,000円 毛無山の県営農地開発畑に限り適用する｡

中 畑
( 〃 ) 7,000円

次の条件を概ね満たしている耕作条件
の良い畑
・農道が整備されており､ 搬出､ 搬送
が容易である｡
・適正な勾配で農業機械などの使用が
容易である｡
・面積が広くて形状も良い｡

下 畑
( 〃 ) 3,000円

次の条件の一つに該当している耕作条
件の悪い畑
・搬出､ 搬送が困難である｡
・勾配が適正でなく農業機械などの使
用が困難である｡
・面積が狭い､ または形状が悪い｡

１ 水利費､ 固定資産税､ 土地改良区賦課金などは､ 貸し手の負担とする｡
２ 畦畔の草刈り､ 水の管理､ 水稲共済掛金などは､ 借り手の負担とする｡

家
屋
の
取
り
壊
し
や

新
増
築
の
届
け
出
を

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
年
の

１
月
１
日
現
在
に
、
固
定
資
産

(

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産)

を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や
、

災
害
な
ど
に
よ
っ
て
家
屋
が
滅

失
し
た
場
合
に
は
、｢

家
屋
異

動
申
告
書｣

を
税
務
課
ま
た
は

最
寄
り
の
支
所
税
務
担
当
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

様
式

は
税
務
課
ま
た
は
支
所
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。)

取
り
壊
し
ま
た
は
滅
失
し
た

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
翌
年

度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
屋
を
新
築
・
増
築

し
た
場
合
や
、
家
屋
の
用
途
を

変
更
し
た
場
合

(

例

住
宅
か

ら
店
舗
へ
、
店
舗
か
ら
倉
庫
へ

な
ど)

も
、
あ
わ
せ
て
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
４
４

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

な
ど

(

事
変
地
の
区
域
ま
た
は

戦
地
の
区
域)

に
派
遣
さ
れ
戦

時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
、
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方

(

慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く)

に
対
し
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。ご

本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
21
年
年
３
月
31
日(
火)

請
求
用
紙

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

(�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０)

お
よ
び
各
支
所
担
当
室
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

〒
１
０
０-

８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２-

１-

２

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務

担
当

�
０
３-

５
２
５
３-

５
１
８
２(

直
通)

FAX
０
３-

５
２
５
３-

５
１
９
０

｢

よ
う
こ
そ
と

き
れ
い
な
道
で

お
も
て
な
し｣

８
月
は｢

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間｣

私
た
ち
が

日
ご
ろ
な
に

げ
な
く
使
っ

て
い
る
道
路

に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
機
能

が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
や

歩
行
者
な
ど

が
通
行
す
る

た
め
の
用
途

の
ほ
か
、
上
下
水
道
管
な
ど
の

公
共
的
な
施
設
の
設
置
、
ま
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
や
、

安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
は
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
基
本
的
施
設
で
す
が
、

身
近
な
存
在
の
た
め
、
そ
の
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
で
す
。

８
月
10
日
の

｢

道
の
日｣
を
契

機
に
、
道
に
つ
い
て
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

自
分
た
ち
の
手
で

道
路
を
き
れ
い
に

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
制
度

本
年
度
４
月
か
ら

｢

道
路
里

親
制
度｣

と

｢

ラ
ブ
リ
バ
ー
制

度｣

が
ひ
と
つ
に
な
り

｢

広
島

県
ア
ダ
プ
ト
制
度｣

に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
、
県
が
管
理
す

る
道
路
や
河
川
の
清
掃
、
除
草

や
緑
化
な
ど
の
活
動
を
す
る
企

業
、
住
民
、
団
体
の
方
々
を
県

と
市
が
支
援
し
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
も

の
で
す
。

制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

(�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
０)

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
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８月・９月の犬・猫の引き取りは､ 次の
日程で実施します｡ なお､ 手続きには認
印が必要ですので､ 持参してください｡

犬･猫の
引き取り

日 程 場所および時間

庄原
地域

毎月第１～第４火曜日
8月12・19・26日
9月2・9・16日

東自治振興センター 11時～11時10分
仮庁舎 11時25分～11時35分
敷信自治振興センター11時50分～12時

…
…………

西城
地域

毎月第１・第３木曜日
8月7・21日
9月4・18日

西城支所………9時～9時10分

東城
地域

毎月第１・第３木曜日
8月7・21日
9月4・18日

小奴可研修センター…9時40分～9時50分
東城文化会館…10時20分～10時30分

口和
地域

毎月第４木曜日
8月28日
9月25日

口和支所………11時40分～11時50分

高野
地域

毎月第４木曜日
8月28日
9月25日

高野支所………13時20分～13時30分

比和
地域

毎月第４木曜日
8月28日
9月25日

比和支所………13時50分～14時

総領
地域

毎月第２水曜日
8月13日
9月10日

総領支所………9時40分～9時50分
(スクールバス駐車場)

問い合わせ 環境衛生課 �0824-72-1398

休日診療のご案内
８月・９月の休日診療について
は､ 次のとおりです｡

■庄原地域
月 日 診療所名 電話番号

８月10日(日)
15日(金)
17日(日)
24日(日)
31日(日)

９月７日(日)

戸 谷 医 院
児 玉 ( 納 ) 医 院
牧 原 医 院
河 本 医 院
笠 間 医 院
庄原赤十字病院

0824-72-3131
0824-72-0147
0824-72-0057
0824-75-0311
0824-72-0535
0824-72-3111

※庄原赤十字病院については､ 救急患者に限ります

■東城地域
月 日 診療所名 電話番号

８月10日(日)
13日(水)
14日(木)
15日(金)
17日(日)
24日(日)
31日(日)

９月７日(日)

細 川 医 院
東 城 病 院
こぶしの里病院
日 伝 医 院
東 城 病 院
三上クリニック
こぶしの里病院
東 城 病 院

08477-2-0054
08477-2-2150
08477-2-5255
08477-2-2180
08477-2-2150
08477-2-1151
08477-2-5255
08477-2-2150

■発行／平成20年8月5日 ■編集・発行／庄原市企画課 〒727-8501 広島県庄原市中本町一丁目10番１号 �0824-73-1159 ■印刷／シンセイアート㈱
市
政
懇
談
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
は
、�
市
の
宝�。その声が、住みよいまちづくりにつながります。市政懇談会は８月29日まで開催しています。ぜひ参加して、胸に潜めている思いや提案を市へ届けてください。また、今後どのようにしたら参加者が増え、皆さんの声を市政に届けることができるのか、市政懇談会のあり方について、よいアイデアがあれば企画課までお寄せください。糸� [住民基本台帳登載人口]

○人 口 41,980人(前年比－774人)
男 19,896人(前年比－375人)
女 22,084人(前年比－399人)

○世帯数 16,111世帯(前年比－135世帯)
[外国人登録人口]
○人 口 331人(前年比＋2人)

人の動き(６月末日現在)

��������������������
市街地の空き店舗を活用した､ 各種展示ができる市民ギャラリーです｡

｢世界児童画展｣
9日(火)～12日(金)
10時～17時 ※入場無料

●問い合わせ
庄原市文化協会事務局 電話0824-72-4347(白川)
生涯学習課社会教育係 電話0824-73-1188
商工観光課商工観光係 電話0824-73-1179
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込み
ください｡ 使用料はいりません｡

�������
献血を次のとおり実施します｡
皆さんのご協力をお願いします｡

■問い合わせ 保健医療課医療係 �������������献血の
ご案内

実施日 会場 受付時間

８月19日(火) 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

８月27日(水) 高野支所 11時30分～15時

����
★９月９日 九並びの九日市です｡
★かつての塩の市が発祥といわれています｡
★海のもの､山のもの､

手作り品の交流市です｡������� �������������������� ���� ��������������������������������
���
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夏
休
み
真
っ
只
中
！
そ
こ
で
、

楽
し
い
夏
の
一
日
を
体
験
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
エ
リ
ア
ご
と
に

紹
介
し
ま
す
。

ひ
ば
の
里
エ
リ
ア

ひ
ば
の
里
の
水
車
小
屋
で
は
、

水
車
の
力
で
杵
を
つ
い
た
り
、

石
臼
を
挽
い
た
り
し
ま
す
。
熱

を
使
わ
な
い
の
で
黄
粉
や
そ
ば

粉
の
香
り
が
残
り
、
風
味
が
良

い
で
す
。
体
験
教
室
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●｢
や
ま
な
み
大
学
庄
原
キ
ャ

ン
パ
ス
祭｣

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
手
づ
く
り
体
験
や
、
夏
休

み
の
お
助
け
講
座
な
ど
、
楽
し

さ
満
載
の
や
ま
な
み
大
学
庄
原

ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
で
す
。
庄

原
を
は
じ
め
県
北
で
活
躍
す
る

皆
さ
ん
が
指
導
す
る
楽
し
い
講

座
で
す
。

と
き

８
月
24
日(

日)

北
入
口
エ
リ
ア

●｢

イ
ン
デ
ィ
ゴ
ワ
ー
ク
ス

(

イ
ン
デ
ィ
ゴ
染
め
体
験)｣

藍
の
色
は
、
淡
い
色
か
ら
濃

い
色
ま
で
自
然
で
さ
わ
や
か
な

色
合
い
と
風
合
い
が
魅
力
で
す
。

見
る
だ
け
で
涼
し
さ
を
感
じ
気

分
も
い
や
さ
れ
ま
す
。

バ
ン
ダ
ナ
、
ハ
ン
カ
チ
、
小

さ
な
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
の
ア
イ

テ
ム
を
さ
わ
や
か
な
ブ
ル
ー
に

染
め
上
げ
る
体
験
教
室
で
す
。

と
き

８
月
９
〜
11
日
・
16
・
17
日

※
作
品
展
示
は
期
間
中
毎
日

●｢

湖
畔
の
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー

自
由
に
楽
し
む
セ
ル
フ
ク
ラ
フ
ト｣

初
め
て
お
目
見
え
す
る
セ
ル

フ
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
小
枝
や
木

の
実
、
葉
っ
ぱ
な
ど
を
使
っ
て
、

自
由
に
作
品
づ
く
り
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

材
料
を
カ
ッ
ト
し
た
り
接
着
し

た
り
す
る
の
に
必
要
な
最
小
限

の
道
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す

(

小
学
校
４
年
生
ま
で
は
保

護
者
同
伴)

。

期
間

８
月
31
日
ま
で

●｢

夏
の
縁
日｣

８
月
14
・
15
・
16
日

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
初
め
て

夜
間
開
園
し
ま
す
！
夏
の
夕
暮

れ
の
ひ
と
と
き
を
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
国
兼
湖

畔
、
庄
原
市
街
や
勝
光
山
の
景

色
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
店
や
花
火
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

手
軽
に
楽
し
め
て
ち
ょ
っ
と
な

つ
か
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

揃
い
ま
す
。
当
日
は
20
時
30
分

ま
で
開
園(

入
園
は
20
時
ま
で)

。

浴
衣
で
ご
来
園
の
方
に
は
、
さ

さ
や
か
で
す
が
線
香
花
火
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
18
時
以
降

は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
み
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

お
車
の
方
は
第
５
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

｢

夏
ま
つ
り｣

の
イ
ベ
ン
ト

の
詳
細
は
電
話
も
し
く
は
公
園

Ｈ
Ｐ
に
て
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【庄原市ホームページアドレス】http://www.city.shobara.hiroshima.jp

女性児童課男女共同参画係 �0824-73-1243������������� � � � � � � � � � ����������������
広 島 県 広 島 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 女 性 相 談 課
(配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所)�082-254-0391
広 島 県 備 北 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 相 談 援 助 課
(配偶者暴力相談支援センター)�0824-63-5181(内線2313)
女性の社会進出が進み､ 妊娠中や出産
後も働き続ける女性が増えています｡
働きながら､ 安心して子どもを産み育
てるために､ 男女雇用機会均等法､ 労
働基準法などの法律を上手に利用し
ましょう｡

�� � ������������������ ����
※公務により実施できない場合もあります｡
※道路の改良･維持･修繕などの要望､陳情は､直接事業担
当課へお願いします｡
■問い合わせ 企画課広報統計係�0824-73-1159｢ふれあい市長室｣の日程働く女性の

母性健康管理を考えて

�
｢広報しょうばら｣に広告を募集します
市内の全世帯(約16,000世帯)に配布する広報紙

｢広報しょうばら｣(毎月５日発行)に広告を掲載する
法人､団体､個人事業者などを募集します｡
問い合わせ 財政課理財係 �0824-73-1202

マタニティマーク

水道料金を改定
広報しょうばら４月号で
お知らせしたとおり､ ８月
請求分から新しい水道料金
での請求となります｡

問い合わせ 水道課業務係 �0824-73-1197
または各支所担当室へ

���������������������������������
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